
 生活単元学習 学習指導案 

日 時：平成２４年１２月１８日（火）５校時 

指導者：中村 修（T１） 

                             小野寺美智子（T２） 

                             鈴木 享子（T３） 

                         支援員：黒羽 和美（S１） 

                             及川 美香（S２） 

場 所：ひまわり１組 

 

１ 単元名  「冬のお楽しみ会をしよう」 

 

２ 単元について 

（１）児童について 

  

 

 

（２）単元について 

生活単元学習では，年間を通して季節のお楽しみ会を行っている。７月の「七夕会」では，話し

合いをしながら一緒に計画を立てたり，力を合わせて準備や練習をしたりしてきた。「七夕会」当

日は，家族に参観してもらい，練習の成果が披露できたすばらしい会となり，児童たちは家族から

もたくさんの賞賛を受けた。この体験を通して，児童は力を合わせて取り組んでいく楽しさと大切

さを実感できた。本単元では，これらの経験を生かして，日頃お世話になっている人に心を向け，

「ありがとう」をキーワードに，感謝の会「冬のお楽しみ会をしよう」を考えた。プレゼントの制

作や飾り付け，合奏など，みんなで力を合わせる活動を通して，児童同士が関係を深めながら満足

感を得てほしいと願い，本単元を設定した。 

 

 （３）指導にあたって 

児童が興味・関心を持って取り組めるような活動の提示の仕方を工夫し，思いや願いを引き出す

ことによって，主体的に関わろうとする意欲を高めさせたい。また，学習計画表や授業の流れを視

覚的に示すことで，児童が見通しを持って取り組めるようにする。制作活動では，発達段階や障害

の特性を考慮したペア活動やグループ活動を取り入れることで友達との関わり合いを深めさせ，一

緒に活動する喜びを味わわせたい。そして，活動の中での友達の良さや自分の頑張りを見つけ合う

時間を設定することで，お互いに認め合う関係を育むようにしていきたい。 

 

３ 単元の目標 

  ○合奏の練習や制作活動，お楽しみ会等の活動内容を理解し，楽しみながら活動に参加する。 

○冬のお楽しみ会に向けて，飾り作りやプレゼントの制作に友達と力を合わせて取り組む。 



４ 校内研究との関わり (本時に関わる視点：◎) 

 視点１ 言語活動の工夫 

○ 日直や朝のスピーチなどでの日常の活動を積み重ねて，聞くことや話すことに自信が持てるよう

にする。（話す順番や話型を示す。役割分担をする。） 

○ 児童の会話から友達との関わり合いが円滑にできる言葉を拾い上げて，それを掲示し，児童が進

んで表現できる環境を整備する。児童が表現できた場面を見つけ賞賛していく。（「貸してください」

「どうぞ」「ありがとう」など） 

◎ 児童の実態に合わせた振り返りカードを活用することで，児童が自分の良さに気付き，学習の頑

張りを表現できるようにする。 

視点２ 他者との関わらせ方の工夫  

◎ 一人一人の良さを発揮しながら，協力して取り組む活動形態や学習形態を工夫する。 

（役割分担，活動分担，ペア活動，グループ活動） 

◎ 児童の実態を考慮する一方で，お互いの活動を見渡すことができ，一体感が持てる場の設定を工

夫する。 

◎ 自分の頑張りや友達の良さを発表する時間を設けることで，お互いの頑張りを認め合うことがで

きるようにする。 

○ 日常生活や学校生活の中で，多くの人と関わって生活していることに気付くように朝の会や帰り

の会で話題にする。 

５ 指導計画（全１３時間扱い） 

時間 目標 学習活動 

第１次 計画を立てよう 

３ 冬のお楽しみ会を楽しくするために，どんな

ことをするか考える。 

・ 活動計画を話し合う。 

・ プログラムを作る。 

・ 役割を決める。 

第２次 歌や合奏の練習をしよう 

３ お楽しみ会で歌う曲や演奏する曲を覚えて楽

しんで演奏する。 

・ 歌「We Wish You A Merry Christmas.」を覚える。 

・ 役割を決めて，「きらきらぼし」を練習する。 

第３次 飾りを作ろう 

２ 廊下の壁にどんな飾りを作るか考えて制作す

る。 

・ 廊下の壁に飾る飾りを考える。 

・ 飾りを作って掲示する。 

・ 飾りを見ながら感想を話し合う。 

第４次 プレゼントを作ろう 

３ 

（本時

10/13） 

自分の役割を理解し，友達と力を合わせてサ

ンタのキャンディネクタイ作りを楽しむ。 

・ ペアやグループでサンタのキャンディネクタイを作る。 

・ 工夫したことや頑張ったことを発表する。 

第５次 冬のお楽しみ会をしよう 

１ みんなで力を合わせ，楽しくお楽しみ会を行

う。 

・プログラムの流れに沿ってお楽しみ会を行う。 

第６次 振り返りをしよう 

１ 頑張ったことや楽しかったことを思い出し，

感想を持つ。 

・写真を見たり，保護者の感想を聞いたりして，自分の感想

を発表する。 



６ 本時の指導（本時 １０／１３） 

（１） 小単元名 「サンタのネクタイ」をつくろう 

（２） 本時の目標 

   ○ 自分の役割が分かり，活動に見通しを持ってサンタのキャンディネクタイ作りに取り組む。 

   ○ 友達と力を合わせてサンタのキャンディネクタイを作る。 

 （３） 準備物 サンタのキャンディネクタイ作りセット（材料，道具など） 手順用カード  見本          

（４） 本時の評価 

   ○ サンタのキャンディネクタイ作りに，興味を持って最後まで取り組むことができたか。 

   ○ 友達と力を合わせて，サンタのキャンディネクタイ作りができたか。 

（５）本時における児童の実態・目標・手だて・評価  

児童 本時における実態 本時の目標 本時の手だて 本時の評価の観

点（評価方法） 

A 児 

 

・はさみを上手に使いながら切る

ことができ，ボンドの量や面を考

えて上手に塗ることができる。 

･思い通りにならないと作業に最

後まで取り組めないことがある。 

･自分から進んで友達と関わるこ

とができるが，一方的に思いを伝

えることが多い。 

・材料の特性を考えて

ボンドの量や塗り方，

位置などを考えて塗

る。 

・友達にアドバイスを

したり手伝ったりす

る。 

・ネクタイの作業リー

ダーを任せ，作業順番

をしっかりと理解させ

ておく。 

・他の児童では難しい

作業を任せたり，手伝

わせたりする。 

・落ちついて

活動に取り組

みながら友達

にアドバイス

をしたり，手

伝ったりして

いたか。 

（観察） 

B 児 

 

・はさみを閉じたり開いたりでき

るが，自力で切れない。 

・ボンドのにおいを嫌う。 

・自分から進んで人と関わること

が少ない。 

・支援者の指示を聞き

ながら，一緒にネクタ

イの形に切る。  

・友達と一緒に，切っ

たネクタイにボンド

を付ける。 

・はさみの方向に線を

誘導しながら，ゆっく

りと切らせていく。 

・においが強くならな

いように，ボンドを薄

めて使わせる。 

・支援者と一

緒にできるこ

と に取り組

み，友達の活

動に関心を持

っていたか。

（観察） 

C 児 

 

・はさみを持って閉じたり開いた

りできるが，ぎざぎざ切りになり，

曲線は切れない。また，のりやボ

ンドを使用する際，支援を必要と

する。 

・先生と関わることはできるが，

友達と関わることがまだ難しい。 

・支援者と一緒に最後

まで色を塗ったり，の

り付けをしたりする。 

・みんなと最後まで一

緒に活動する。 

・顔の色や色ペンの使

い方などを丁寧に教

え，一緒に作業してい

く。自分でやりたいと

きは，約束事を守って

取り組ませる。 

・支援者や友

達のやり方を

よく見て，サ

ンタの顔を作

っていたか。 

（観察） 

D 児 

 

・直線をはさみで切ることはでき

るが，曲線は難しい。 

・のりやボンドを使った制作は好

きだが，量と面を考えて付けるこ

とが難しい。 

・こだわりが強くなると，指示が

通らないことがある。 

・指示を聞き，線に沿

ってネクタイの形に

切り，のりの量を考え

て布を貼る。 

・友達と最後まで一緒

に活動する。 

・友達と一緒に作業し

ていくことを理解させ

ながら，他の人のアド

バイスが聞けるように

寄り添って進めてい

く。 

・自分の役割

を理解して友

達と一緒にネ

クタイを作っ

ていたか。 

（観察） 



E 児 

 

・はさみを使うことはできるが，

形通りには切れない。 

・ボンドの量と面を考えて付ける

ことが難しい。 

・自分がやりたいという意欲はあ

る。時折，友達に譲ることが難し

いことがある。 

・サンタの顔の色塗り

やのり付けを丁寧に

する。 

・友達と協力しながら

活動する。 

・色ペンの持ち方や塗

り方，ボンドを塗る面

や量に気を付けられる

ように，約束を確認し

ながら安心して取り組

ませる。 

・見本や友達

のやり方をよ

く見ながらサ

ンタの顔を作

っていたか。

（観察） 

F 児 

 

 

・はさみを使い，ほぼ形に沿って

切ることができる。のり付けもで

きるが，量を考えないことがある。 

・面を意識して彩色できる。 

・話を聞くことは苦手だが，自分

の思いを簡単な言葉で友達に伝え

ながら一緒に活動することができ

る。  

・色塗りやのり付けを

丁寧にしてサンタの

顔を作る。 

・下級生の手助けをし

ながら，最後まで活動

する。 

・ボンドの量を加減す

るように声を掛ける。 

・友達が困っていたら

力を貸すように促す。 

・友達の作業

の様子に合わ

せて，サンタ

の顔を作って

いたか。 

（観察） 

G 児 

 

 

・形に注目し，はさみを使ってだ

いたい形通りに切ることができ

る。何とかリボン結びができる。 

・のりやボンドを付けすぎること

がある。 

･落ち着いて活動することができ，

友達と一緒の作業も楽しんででき

る。 

・線に沿ってネクタイ

の形を切ったり，リボ

ンを作ったりする。 

・布を貼る時に友達と

力を合わせて活動す

る。 

 

・少し長めのリボンを

用意し，結びやすくす

る。長すぎたところは，

後で切るようにする。 

・友達が困っていたら

力を貸すように声を掛

ける。 

・友達と力を

合わせて，手

順に布を貼っ

たりキャンデ

ィを結んだり

していたか。 

（観察） 

H 児 

 

 

・左手に麻痺が残っているため使

いたがらないが，右手ではさみを

上手に操作することができる。 

・自分の方法にこだわり，友達の

アドバイスを受け入れにくい時が

ある。 

・話を聞くことはできるが，自分

の考えを言葉に表すことがやや苦

手である。 

・線に沿ってネクタイ

の形を切ったり，形の

向きに気を付けて布

を貼ったりする。 

・友達のペースを考え

ながら力を合わせて

活動する。 

・手順を確認し，安心

して取り組めるように

見守る。 

・友達のアドバイスに

も耳を傾けるように励

ます。 

・手順を理解

し，安全に気

を付けながら

力を合わせて

ネクタイを作

っていたか。 

（観察） 

I 児 

 

 

・両手が不自由なため，はさみの

操作やのり付けは介助が必要であ

る。 

・口に用具をくわえて彩色するこ

とができる。 

・発想が豊かであるが，それを周

りに伝えようとすることに消極的

である。 

・作業しやすい方法を

介助者に自分から話

しながら，丁寧に色を

塗る。 

・自分の思いを伝えな

がら友達と最後まで

活動する。 

・紙の向きや用具のく

わえ方を，児童と話し

ながら作業しやすい状

態に設定する。 

・困っている友達に助

言するように促す。 

・進んで自分

の活動に取り

組み，友達と

力を合わせて

サンタの顔を

作 っていた

か。（観察） 

  

 



 （６）指導過程 

段

階 

主な学習活動・指導上の留意点（◇） 備考 

サンタグループ＜T２・S１・S２＞ 

（F，I，C，E） 

ネクタイグループ＜T１・T３＞ 

（A，G，H，B、D） 

導

入

7

分 

 

 

展 

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 始まりの挨拶をする。 

◇「ひまわりのやくそく」（手はひざ，口はチャック，目はまっすぐ）を確認し，元

気よく日直に挨拶をするように促す。＜T２＞ 

２ 前時の振り返りをしながら，めあてを確認する。 

◇単元の学習計画を基に前時までの学習を振り返らせながら，みんなで力を合わせて

プレゼントを作ることを確認する。＜T２＞ 

３ 本時の学習を知り，見通しを持つ。 

 

 

       

 

 

◇前時までに児童と一緒に準備したキャンディネクタイ作りセットの中身を確認す

る。＜T１＞ 

◇見本を使いながら活動について全体の流れを知らせる。＜T１＞ 

◇グループごとに分担することを知らせ，見通しを持たせる。＜T１＞   ＜T１＞ 

◇児童が安心して活動できるように，いつでも教師に質問してよいことを知らせる。 

◇学習の見通しができたか，一人一人に問いかけて確認する。＜T１＞ 

４ グループに分かれて活動する。 

 

 

 

 

 

 

手順ｶｰﾄﾞ 

 

ｻﾝﾀｾｯﾄ 

ﾈｸﾀｲｾｯﾄ 

ﾎﾞﾝﾄﾞ 

台紙 

見本ｶｰﾄﾞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎﾁｷｽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投影機 

（サンタグループ F，I，C，E） 

◇手順カードを使いながらサンタの作り

方を説明する。＜Ｔ２＞ 

F，I，C，E【顔と帽子の色塗りをする。】 

◇児童と話をしながら作業しやすい状態を

作るようにする。＜T２・S１＞ 

F・C ペア，I・E のペアになってボンドで

綿を付ける。＜T２・S１・S２＞ 

◇見本をよく見たり，友達の活動の良いと

ころを参考にしたりするように声を掛け

る。＜Ｔ２・Ｓ１・Ｓ２＞ 

◇作業が進めなくなったペアには，問いか

けて一緒に方法を探る。＜T2・S1・S2＞ 

◇作業が早く終わった児童から帽子にシ

ールで飾り付けをするよう促す。 

         ＜T２・S１・S２＞ 

（ネクタイグループ A，G，H，B，D） 

◇手順カードを使いながらネクタイの作

り方を説明する。＜Ｔ３＞ 

D，H，B【ネクタイの形に紙を切る。】 

◇安全にはさみを使うことができるよう

に見守る。＜T３＞ 

G，A【リボンで蝶結びをする。】 

◇早く終わったら互いの作業を手伝うよ

う促す。＜T１＞ 

A・B ペア，G・D・H の３人でネクタイ

の形の紙と布を貼り付けてからキャンデ

ィをネクタイに結ぶ。 

◇作業の進めなくなったペアには，次に何

をしたらよいのか見本を示しながら声掛

けをする。＜T１・T３＞ 

◇作業が早く終わった児童からネクタイ

にシールで飾り付けをするよう促す。 

           ＜T１・T３＞ 

「サンタのキャンディネクタイ」をつくろう 

① キャンディネクタイセットを確認する。 

② サンタグループ，ネクタイグループに分かれる。 

③ グループごとに役割を分担して活動する。 

つ
か
む
・
み
と
お
す
７
分 



 

 

 

 （７）場の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

8 

分 

 

５ キャンディネクタイをつなぎ合わせ，完成させる。 

◇作品を展示板に掲示して紹介し，達成感を与える。＜T１＞ 

６ みんなで作品を見合いながら，自分や友達の良かったところを発表する。 

  ・頑張りや工夫などの発表をする。 

   ・「ふりかえり」カードにまとめる。 

                ＜視点１＞ 

◇自分の分担で頑張ったことや工夫したことなどを自分の言葉で伝えられるように支

援し，共感しながら賞賛する。＜T３＞ 

◇発表できない児童には，必要に応じて児童の言葉を広げたり補ったりして話せるよ

う励ます。＜T１・T２・S１・S２＞ 

◇プレゼントされる人がどんな気持ちになるか児童に考えさせ，次の活動への期待感

を持たせる。＜T３＞ 

◇「ふりかえり」カードにシールを貼り，本時の活動を評価することで満足感を持た

せる。＜T２＞ 

７ 次時の活動予定を聞く。 

・次時の活動を告げ，意欲の連続化を図る。＜T２＞  

展示ﾎﾞｰ

ﾄﾞ 

 

ふりかえ

りｶｰﾄﾞ 

ｼｰﾙ 

 

 

 

 

水道       黒   板 

サンタ作りの    ネクタイ作りの 
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